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【提出書類様式】 

＜一般選抜専用＞ 

（１）一般選抜願書・写真票 

（２）一般選抜願書・写真票記入例 

（３）一般選抜志願理由書 

＜学校推薦型選抜（公募推薦）専用＞ 

（４）学校推薦型選抜願書・写真票 

（５）学校推薦型選抜願書・写真票記入例 

（６）推薦書 

（７）学校推薦型選抜志願理由書 

（８）入学時成績優秀者奨学金成績判定申込書 

＜社会人選抜専用＞ 

（９）社会人選抜願書・写真票 

（10）社会人選抜願書・写真票記入例 

（11）社会人選抜履歴書 

（12）社会人選抜志願理由書 

【同封物】 

（１）入学選考料納付書 

（２）入学願書等送付用封筒 

（３）受験票送付用封筒 

 

本要項の記載内容に変更が生じた場合は、本学公式ホームページでお知らせし

ますので、必ず最新の情報を確認してください。 

 

川崎市立看護大学公式ホームページ：https://www.kawasaki-cn.ac.jp/  
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Ⅰ ３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー ・・・・・入学者受入方針 

(1) 大学で看護を学修するための基礎的学力が身についている人（基礎学力） 

(2) 人々の生活、環境に興味関心をもち、命の尊厳と人の権利を重んじることができる人（倫理性・人の生活への関心） 

(3) 自らの可能性を信じ、課題に対して主体的に取り組む努力ができる人（自律と努力） 

(4) 多様な考え方を尊重するとともに、自らの考えを表現し、他者との関係性を築いていける人（コミュニケーションと協

調） 

(5) 保健医療福祉に広く関心を持ち、自らの活動を通して地域社会に貢献したいという意欲がある人（地域愛と活動力） 

 

カリキュラム・ポリシー ・・・・・教育課程編成方針 

(1) カリキュラムの構成は、基礎的な内容から、専門的・発展的な内容へと段階的に学修ができるよう、内容の順次性を考

慮して配置する。 

(2) 看護専門職としての基礎力を育成するために、講義・演習・実習を有機的に機能させる。 

(3) 先見性、柔軟性、創造性を養うために、ICT、シミュレーション教育、e-learning、領域横断的なセミナー等を活用する

とともに、アクティブ・ラーニングを基本とした多様な教育方法を取り入れる。 

(4) 論理的思考力や数理処理の基礎力を育成するために、川崎市の保健・医療・福祉・生活に関する統計情報等を活用す

る。 

(5) 人々の生活、社会と健康との関係、多職種連携等地域包括ケアシステムに資する能力を育成するために、実習場所、講 

義へのゲストスピーカー、模擬患者等、川崎市の社会資源を活用する等、系統的に地域包括ケアシステムを学ぶ科目を 

設定する。 

(6) 学生が各科目の到達目標を理解しやすいシラバスとし、学修成果を確認できる学修ポートフォリオの活用によって、意 

欲、知識、技術等を総合的に評価する。 

ディプロマ・ポリシー ・・・・・学位授与方針 

（1）社会構造の変化を見据え、様々な年代、多様な人々の生活の維持・向上につながる支援を考究し実践できる社会人基礎

力 

（2）高い倫理性と科学的根拠に基づいた判断力を持ち、効率的・効果的に看護を実践できる力 

（3）先見性、柔軟性、創造性を持ち、他者や多職種と協働して実践できる能力 

（4）医療の高度化、生活様式や社会の多様化に対応し、看護の改善・発展に取り組むことができる専門職としての基礎力 

（5）地域包括ケアシステムに資する意欲・知識・技術 
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Ⅱ 募 集 概 要 
 １ 学  科 

看護学科 

 

２ 募集定員 

募集定員（100名） 

一般選抜 学校推薦型選抜 特別選抜 

前期 後期 指定校推薦 公募推薦 社会人選抜 

70 名 ５名 10 名 15 名 若干名 

 

３ 入学者選抜試験日程 

選考区分 出願期間※ 試験日 合格発表 入学料振込期限 

一般 

選抜 

前期 
１月 25 日(月) 

～ 

２月３日(水) 

２月 25 日(木) ３月５日(金) ３月 12 日(金) 

後期 ３月 12 日(金) ３月 20 日(土) ３月 25 日(木) 

学校推薦型選抜 
11 月１日(日) 

～ 

11 月８日(日) 

11 月 21 日(土) 12 月４日(金) 12 月 10 日(木) 

社会人選抜 

※出願締切日必着となります。書留速達で御送付ください。 

※出願締切日以降に到着した場合は、出願は認められません。 

 

  



- 3 - 

４ 入学者全般にかかる事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 国公立大学の一般選抜への出願 

国公立大学へ入学を志願する者は、国公立大学における分離分割方式の「前期日程」及び「後期日

程」について、それぞれ１つ（合計２つ）の大学（学部）に出願することできます。 

また、本学（または他大学）の「前期日程」の試験に合格し令和９年３月 15 日（月）までに入学手

続きを行った者は、他大学（または本学）の「後期日程」に出願済みであってもその合格者とはなり

ません。 

 

６ 国公立大学の学校推薦型選抜及び総合型選抜に合格した場合の取り扱い 

本学又は他の国公立大学の学校推薦型選抜又は総合型選抜に合格し、入学手続きを完了した者は、

当該学校推薦型選抜又は総合型選抜を実施する大学の定める入学辞退手続により入学辞退を許可され

た場合を除き、本学の一般選抜を受験しても合格者とはなりません。 

特別な配慮について

の相談事項 

１７，０００円  
入学 

選考料 

川崎市立看護大学 

神奈川県川崎市幸区小倉４丁目30番１号 

TEL:０４４－５８７－３５０３ 

試験 

会場 

受験上あるいは修学上、身体上の特別な配慮を必要とする人は 

出願期間前までに、P17 の問い合わせ先へ連絡してください。 

感染症の対応   

について 

試験当日、学校保健安全法で出席停止が定められている感染症

（インフルエンザ等）に罹患し、治癒していない場合は受験が

できません。 

 

二重学籍の禁止   

について 

「学校教育法」に定める高等専門学校・短期大学・大学・大学

院に在籍している者は、二重学籍となるため入学できません。

二重学籍にならないよう入学前（３月 31 日）までに所属学校・

大学を卒業または退学してください。 

 

入学前学習 

について 

学校推薦型選抜及び社会人選抜合格者には、入学前学習として

通信講座（有料）の受講を案内します。詳細は入学続き時にお

知らせします。 
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Ⅲ 入学者選抜 
 

１．一般選抜 

１ 出願資格 

次の（１）から（３）のいずれかに該当する人及び令和９年３月 31日までに該当する見込の人で、

令和９年度大学入学共通テストのうち、本学が指定する教科・科目を受験した者（次ページの「２ 

選抜方法等」を参照） 

（１）学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校を卒業した人 

（２）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した人 

（３）学校教育法施行規則第 150 条(下記参照)の規定により、高等学校を卒業した人と同等以上の学力

があると認められた人 

 

学校教育法施行規則 

第百五十条  学校教育法第九十条第一項の規定により、大学入学に関し、高等学校を卒業した者

と同等以上の学力があると認められる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。  

一  外国において学校教育における十二年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定したもの  

二  文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者  

三  専修学校の高等課程（修業年限が三年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了

した者  

四  文部科学大臣の指定した者  

五  高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者(旧規程による

大学入学資格検定(以下「旧検定」という。)に合格した者を含む。)  

五の二 学校教育法第九十条第二項の規定により大学に入学した者であって、高等学校卒業程度認

定審査規則（令和四年文部科学省令第十八号）による高等学校卒業程度認定審査に合格した者 

六  学校教育法第九十条第二項の規定により大学に入学した者であって、当該者をその後に入学

させる大学において、大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの  

七  大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、十八歳に達したもの  

※ 学校教育法施行規則第 150 条第７号の規定する資格により出願する場合には、あらかじめ本学又は他

大学において出願資格の認定を受けることが必要となります。本学で認定を受けたい場合は、令和８年

８月 31 日（月）までに所定の出願資格申請書を提出してください（用紙については、本学へ請求してく

ださい）。 
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（２）個別学力検査等 

試 験 日 

前 期 令和９年２月 25 日（木） 

後 期 令和９年３月 12 日（金） 

試験時間 受験票発送時に個々にお知らせ 

試験内容 
・小論文(800 字・80 分) 

・面接 

携 行 品 
・受験票 

・大学入学共通テスト受験票 

 

（３）判 定 

ア 前期 

大学入学共通テスト 個別学力検査等 

国 語 外国語(英語) 選択科目 小論文 個人面接 書類選考 

100 点 100 点 100 点 段階評価 段階評価 段階評価 

※「近代以降の文章」110 点満点を 100 点に換算して使用します。 

※外国語(英語)：リーディング(100 点満点)×0.5 倍＋リスニング(100 点満点)×0.5 倍＝100 点 

※特に数学の学力について、調査書を活用して学力を測ります。 

イ 後期 

大学入学共通テスト 個別学力検査等 

国 語 外国語(英語) 数 学 選択科目 小論文 個人面接 書類選考 

100 点 100 点 100 点 100 点 段階評価 段階評価 段階評価 

※「近代以降の文章」110 点満点を 100 点に換算して使用します。 

※外国語(英語)：リーディング(100 点満点)×0.5 倍＋リスニング(100 点満点)×0.5 倍＝100 点 

 

３ 合格発表 

本学公式ホームページにて次の合格発表日から１週間合格者の受験番号を公表します。 

また、合格者へ合格通知書及び入学手続きに要する書類を郵便で発送します。 

※不合格者に対しての通知は行いません。 

※電話その他によるお問合せには一切応じません。 

選考区分 合格発表日 

一般選抜（前期） 令和９年３月５日（金）13 時ごろ 

一般選抜（後期） 令和９年３月 20 日（土）13 時ごろ 
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２．学校推薦型選抜 

１ 指定校推薦 

詳細は対象となる高等学校等へ別途書面にてお知らせします。 

 

２ 公募推薦 

（１）出願資格 

次のアからエのすべてに該当し、かつ学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校の校長が責

任をもって推薦する人 

ア 次のいずれかに該当する人 

（ア）神奈川県内又は東京都内(以下「指定地域」という。)の高等学校又は中等教育学校を令和８

年３月に卒業した人、もしくは令和９年３月卒業見込の人 

（イ）川崎市の住民※で上記指定地域以外の高等学校又は中等教育学校を令和８年３月に卒業した

人、もしくは令和９年３月卒業見込の人 

※ 「川崎市の住民」とは、本人又はその配偶者若しくは本人からみて１親等である親族のい

ずれかが令和８年４月１日以前から引き続き川崎市内に住所を有する人をいいます。 

イ 調査票の全体の評定平均※が 3.8 以上の人 

※ 全体の評定平均とは、全ての教科・科目の評定の合計数を全ての評定数で除した数値(小数点

第２位を四捨五入します。)をいう。 

ウ 合格した場合、本学に入学することを確約できる人 

エ 卒業後、川崎市内に看護職として就職する意志がある人 

（２）選抜方法等 

本学が実施する個別学力検査等（個人面接・小論文並びに調査書※1による書類選考※2）により総

合的に選抜します。 

試験内容 試 験 日 試験時間・内容 判 定 

小論文 
11 月 21 日(土) 

800 字・80 分 段階評価 

個人面接 詳細は当日 段階評価 

※１ 「調査書」については、「Ⅵ 出願手続き」（P.12）をご参照ください。 

※２ 書類選考による配点についても、段階評価となります。 

 

３ 出身高等学校等への川崎市立看護大学での学修状況等の報告 

本学が求める学生の資質の理解を深めていただくため、入学後の学業成績や就職先を含めた学修状

況を、出身高等学校又は中等教育学校へ報告することがあります。 

 

４ 合格発表 

受験者を推薦した高等学校長又は中等教育学校長あてに結果通知書を郵便で発送します。合格者が

いる場合には入学手続き書類を同封します。 

※推薦者宛に通知するため、本学公式ホームページでは公表しません。 

選考区分 合格発表日 

学校推薦型選抜（公募推薦） 令和８年 12 月４日（金） 
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３．社会人選抜 
１ 出願資格 

次の（１）から（５）のすべてに該当する人 

（１）次のア～ウのいずれかに該当する人 

ア 学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校を卒業した人 

イ 通常の課程による 12年の学校教育を修了した人 

ウ 学校教育法施行規則第150条(Ｐ4参照)の規定により、高等学校を卒業した人と同等以上の学力

があると認められた人 

※外国にある学校を卒業又は外国の入学資格取得者（予定者を含む）は、令和８年８月 31 日（月）

までにお問合せください。 

※学校教育法施行規則第 150 条のうち第７号の規定する資格により出願する場合は、出願前に本

学において認定を受けることが必要となりますので、令和８年８月 31 日（月）までに所定の出

願資格認定書を提出してください。（用紙は本学へ請求してください。） 

（２）令和９年４月１日において年齢が満 23 歳以上の人 

（３）出願時に社会人としての職務経験を１年以上、かつ週 30時間以上の労働時間を有する人 

※「社会人としての職務経験」には、国内において常勤の会社員・自営業者等として、１年以上継続し

て就業した期間が該当します。ただし、勤務先の都合により同一勤務先での就業が１年に満たない場

合に限り、６か月以上の単位で通算することも可能です。常勤とは、正規・非正規社員といった採用

形態は問いませんが、週 30 時間以上の労働時間を満たしていることを条件とします。 勤務先の都合

により職務経験が複数となった場合、又は同一期間に複数の勤務先に従事していた場合には、合算す

ることができます。なお、最終合格発表後、職務経験確認のため、職歴証明書等職務経験を証明する

書類を提出していただきます。 

（４）合格した場合、本学に入学することを確約できる人 

（５）卒業後、川崎市内に看護職として就職する意志がある人 

 

２ 選抜方法等 

本学が実施する個別学力検査等（個人面接・小論文並びに本学を志す理由を記載した志願書による書類選

考）により総合的に選抜します。 

試験内容 試 験 日 試験内容・時間 判 定 

小論文 

11 月 21 日(土) 

800 字・80 分 段階評価 

個人面接 

（書類選考含む） 
詳細は当日 段階評価 

 

３ 合格発表 

本学公式ホームページにて次の合格発表日から１週間合格者の受験番号を公表します。 

また、合格者へ合格通知書及び入学手続きに要する書類を郵便で発送します。 

※不合格者に対しての通知は行いません。 

※電話その他によるお問合せには一切応じません。 

選考区分 合格発表日 

社会人選抜 令和８年 12 月４日（金）13 時ごろ 
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Ⅴ 特待生制度（入学時成績優秀者奨学金） 

 

入学試験において優秀な成績を上げ、かつ将来への目的やビジョンを明確に持つ学生に大学前半にお

ける看護教育の基礎的教育課程を集中して取り組める環境作りを支援することを目的として入学時成績

優秀者奨学金（以下、「特待生制度」といいます。）を設けています。 

特待生制度採用人数 ５名程度 

  

支給期間 入学後２年間 

  

支給額 入学料並びに第１学年及び第２学年の授業料相当額（最大 1,353,600 円） 

１ 選考対象者 

（１）一般選抜（前期）の合格者 

（２）学校推薦型選抜（公募推薦・指定校推薦）合格者の内、出願時に本制度の利用を希望した者 

 

２ 選抜方法 

各入学者選抜試験における各試験科目の結果を使用し、成績上位５名程度を奨学生に決定します。 

なお、学校推薦型選抜（公募推薦）受験者は大学入学共通テスト、学校推薦型選抜（指定校推薦）

受験者は大学入学共通テスト及び本学が実施する小論文試験を入学者選抜試験と別に受験していただ

き、その結果も使用します。 

 

３ 支給決定の通知 

一般選抜（前期）の合格発表の頃に、支給決定者に書面でお知らせします。 

（本学公式ホームページへの公表は行いません。） 

 

４ 学校推薦型選抜（公募推薦）を受験される方が特待生制度を利用する場合 

学校推薦型選抜（公募推薦）を受験される方も、特待生制度の選考を受けることができます。 

（１）申込方法 

ア 出願時に、願書内の特待生制度申込欄に○をし、更に成績判定申込書を願書と併せて提出 

イ 本学が一般選抜（前期）で指定する大学入学共通テストの科目を受験 

（２）選考方法 

本学学校推薦型選抜（公募推薦）における試験（小論文試験、面接試験及び書類選考）並びに大

学入学共通テストの結果を使用し、選考します。 

（３）その他 

ア 学校推薦型選抜出願者で特待生制度に出願する場合、別途入学選考料は発生しません（大学入

学共通テストの受験料は必要です。）。 

イ 奨学生として決定された方には、入学料及び授業料相当額を入学後に給付します。 

ウ 特待生選考の結果は、学校推薦型選抜の合否に影響しません。 

エ 入学後の学業成績等によって、決定を取り消すことがあります。 
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Ⅴ その他お知らせ 
 

１ 受験上の注意事項 

（１）受験票は受験の際に必ず携帯し、小論文試験中は常に机の上に置いてください。 

（２）試験開始前 30 分前までに試験会場に入場し、注意事項を確認しておいてください。 

（３）試験開始に遅刻した場合は、試験開始後 20分以内に限り受験を認めます。 

（４）小論文試験中は、受験票、鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、時計（時計機能だけのもの）以

外のものを机の上に置くことができません。 

（５）携帯電話等通信機器は、電源を切りバッグの中にしまってください。 

（６）時計は、アラーム機能を解除しておいてください。 

（７）試験会場では係員の指示に従ってください。 

（８）学内に自動車、バイク及び自転車の駐車・駐輪はできません。 

（９）バスを利用する人は、道路事情等により予想以上に時間がかかる場合がありますので、試験会場

へは余裕をもって来場してください。 

（10）災害や公共交通機関の事故等により、当日の集合時間を変更又は試験を中止する場合は、本学公

式 LINE にてお知らせしますので、必ず事前に登録を済ませておいてください。 

また、実施できない場合の新たな試験日は、本学公式ホームページにてお知らせします。 

（11）その他必要事項については、受験票送付時にお知らせします。 

 

２ 追加合格 

一般選抜において、合格者の手続き状況等により、募集定員に欠員が生じた場合は追加合格を行う

ことがあります。 

追加合格を行う場合の追加合格候補者への連絡及び入学意思の確認は、願書の「連絡先」に記載さ

れている電話番号への電話連絡によって行います。 

追加合格候補者への電話連絡は、令和９年３月 28日（日）９時から 16 時までの間に、順次、願書

に記載された電話番号に連絡します。なお、令和９年３月 28 日（日）に連絡が完了しない場合は、令

和９年３月 29日（月）９時から 16時までの間に連絡します。 

電話連絡に際し、入学の意思を確認しますので、本人又は保護者等、入学するか否かを明確に回答

できる者が電話に出られるようにしておいてください。当該者への最初の連絡から１時間以内に連絡

がつかない場合は、候補者から除外され、次位の候補者へ連絡を行います。 
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３ 個人成績の開示 

受験者本人の請求により、入学者選抜の個人成績を開示します。 

（１）受付期間 

合格発表日から１週間（消印有効） 

※ 一般選抜については、受験した年の５月１日から２週間（消印有効） 

（２）申請方法 

次の宛て先に簡易書留郵便で郵送してください。 

宛て先 

〒212-0054 

神奈川県川崎市幸区小倉４丁目 30番１号 

川崎市立看護大学 事務局総務学生課 入試担当 宛て 

（３）必要書類 

ア 選抜試験成績開示申請書 

申請書は本学公式ホームページからダウンロードしてください。 

イ 返信用封筒 

封筒（長形３号：12cm×23.5cm）に、定形郵便物、簡易書留相当額の切手を貼り、返送先住

所・氏名を明記してください。 

（４）開示時期 

受付期間終了後３週間程度で発送します。 

 

４ 個人情報の取扱い 

入学者選抜試験を通じて本学が取得した個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及

び「川崎市情報セキュリティ基準」に基づいて厳正に取り扱います。また、次の事項において個人情

報を利用する場合があります。それ以外の目的に個人情報が利用又は提供されることはありません。 

なお、受験者は、出願書類を提出することによって、本学の個人情報の取り扱いについて同意され

たものとします。 

（１）本学入学者選抜に係る用途の他、合格者への連絡業務、入学後のクラス編成及び奨学金等の福利

厚生関係の資料作成のため、本学内において利用します。 

（２）国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務のため、合格及び入学手続等に関す

る情報を、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。 

（３）入学前教育（学校推薦型選抜合格者のみ）、教科書等の教材販売及び実習関係物品の販売のた

め、入学手続きを完了した合格者の情報を当該業務の委託を受けた事業者に提供する場合がありま

す。その際には、委託した業務を遂行するために必要となる最小限度の情報提供を行います。 

（４）今後の入試制度等の検討のため、出願書類及び大学入学共通テストを含む入学者選抜試験の得

点・評価を使用します。 
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Ⅵ 出 願 手 続 き 

 

１ 出願方法 

志願者は２の出願書類等を、所定の入学願書等送付用封筒に入れて、出願期間内（必着）に書留速

達郵便で送付してください。 

 

２ 出願書類等 

選抜区分により提出書類が異なりますので、ご注意ください。 

提出書類 

社

会

人

選

抜 

学
校
推
薦
型
選
抜 

一

般

選

抜 

備 考 

入学願書 ● ● ● 

・鉛筆またはシャープペンシルで記入してください。 

・記入例を参照の上、記入漏れのないように作成してくださ

い。（高校コードは次ページ注意事項をご確認ください。） 

・性別欄については、任意記載です。 

・入学選考料の納付が確認できる書類を入学願書裏面に全面貼

付してください。 

大学入学共通テスト

成績請求チケット 
- - ● 

・大学入学共通テスト出願サイトから取得したもの。 

・出願する選考区分に応じて「国公立前期日程用」または「国

公立後期日程用」のいずれかを入学願書の所定欄に貼付して

ください。 

・取得可能期間は令和９年１月 22 日（金）10 時から令和９年

２月 12 日（金）17 時までとなりますのでご注意ください。 

写真票 ● ● ● 

・黒色のボールペンで記入してください。 

・入学願書と同じ写真（裏面に油性ペンで氏名を記入）を貼付

してください。 

調査書 - ● ● 

・出願３か月以内に出身学校長が作成し、厳封したものを提出

してください。 

・保存期間終了のため調査書が発行されない場合は、その事由

を記した学校長名の文書と「成績証明書（単位取得証明

書）」「卒業証明書」等を提出してください。 

・大学入学資格検定の合格者、高等学校卒業程度認定試験合格

者又は合格見込者は「合格（見込）成績証明書」を提出して

ください。 

推薦書 - ● - 

・学校長が作成し、厳封したものに限ります。 

・本書式のみ本学公式ホームページから取得したものを使用す

ることができます。 
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注意事項 

  

ア 出願書類等に不備がある場合は受理しません。 

イ 出願書類は返還しません。 

ウ 出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学許可を取り消すことがあります。 

エ 調査票、卒業証明書等が外国語で作成されている場合、日本語訳を作成し添付してください。 

オ 本学で様式が指定されている場合は、必ず所定の様式を使用してください。 

カ 高校コードについては、大学入試センターのホームページ(https://www.dnc.ac.jp/)からご確認く

ださい。 

 

  

提出書類 

社

会

人

選

抜 

学
校
推
薦
型
選
抜 

一

般

選

抜 

備 考 

卒業証明書等 ● - - 

・学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校の卒業証明書 

・大学入学資格検定又は高等学校卒業程度認定試験合格者は、

その資格に関する証明書等を提出してください。 

履歴書 ● - - ・氏名を自署してください。 

志願理由書 ● ● ● 
・黒色のボールペンで記入してください。 

・志願者本人が自筆で記入してください。 

受験票送付用封筒 ● ● ● 
・所定の封筒に住所及び氏名を明記し、速達相当額の切手（定

形郵便物）を貼付してください。 

戸籍抄本等 △ - △ 
【該当者のみ】 

・調査書等に記載されている姓と現在の姓が異なる場合は、戸

籍抄本等を添付してください。 

入学選考料の納付が

確認できる書類 
● ● ● 

・川崎市が指定する金融機関で川崎市立看護大学入学選考料専

用の納付書（４枚複写）により納付してください。 

住民票 - △ - 

【神奈川県内又は東京都内以外の高等学校等の場合のみ】 

・本人またはその配偶者若しくは本人からみて 1親等である親

族のいずれかが、令和８年４月１日以前から引き続き川崎市

内に住所を有することを証明するもの 

入学時成績優秀者奨

学金成績判定申込書 
- △ - 

【該当者のみ】 

・学校推薦型選抜に出願する人で、入学時成績優秀者奨学金の

選抜に申し込みをする人 
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３ 川崎市立看護大学の入学選考料の納付方法について 

入学選考料は、川崎市が指定する金融機関※で川崎市立看護大学入学選考料専用の納付書（４枚複

写）（以下、「納付書」といいます。）により納付してください。 

※川崎市が指定する金融機関以外でも、取扱いいただける場合がありますので、近隣の金融金機関等

へお問い合わせください。万が一、取扱い可能な金融機関がない場合は、本学入試担当へご連絡く

ださい。 

（１）納付方法 

 ア 納付書は１枚目「収納済通知書」、２枚目「原符」、３枚目「納付書、領収書」、４枚目「収

納済証明書」の４枚複写です。 

 イ 納付書１枚目の〔納人〕欄に、志願者の住所・電話番号・志願者本人の氏名を記入してくださ

い。記入に当たっては、必ず黒か青のボールペンを使用し、鉛筆等の消える筆記具は使用しない

でください。また、修正する場合は二本線で訂正し余白を利用して正しい記載をしてください。 

（修正液での訂正は不可）４枚複写のため、筆圧を強めに記入してください。 

ウ 納付期間内に納付書裏面に記載されている金融機関の窓口で、記入済みの納付書を添えて入学

選考料を納付してください。その際、金融機関から「納付書・領収書」と「収納済証明書」

（納付書の３枚目・４枚目）が交付されますので、必ず受け取ってください。 

エ 「収納済証明書」（４枚目）を入学願書の裏面にのり付けしてください。 

オ 「納付書・領収書」（３枚目）は各自保管してください。 

カ 入学選考料の振込手数料については、志願者本人の負担となります。 

 

 

 

 

 

  

年 度 区分 会 計

０ ８ １ ０ １ １ ６ ０ ２ ０ ３ ０ ３ ０ ５ ０ ５

十億 百万 千 円

1 7 0 0 0

４ 0 ９ ９ ８ 0

細々節

調　　　　　定　　　　　番　　　　　号

金　　額
整　　理　　番　　号 納　　　　　人　　　　　　コ　　　　ー　　　　　ド 執　　行　　課

口　　　座　　　番　　　号 加　入　者

0 0 2 3 0 - 0 - 9 6 0 2 1 1 川崎市会計管理者

ID 款 項 目 節 細節

川崎市 収納済通知書 公 納

７０

（川崎市保管） ①

〔納 人〕

執行課（所）名

川 崎 市 が 指 定 す る 金 融 機 関
（ 裏 面 を ご 確 認 く だ さ い 。 ）

〔納付場所〕

取りまとめ店
ゆうちょ銀行横浜貯金事務センター〒224-8794

収納日付印

令 和 ９ 年 度 川 崎 市 立 看 護 大 学
入 学 選 考 料

川 崎 市 立 看 護 大 学 事 務 局

総 務 学 生 課

１／４

様

＜電話番号＞ － －

区
市町
村

共通選抜の納付期間内のみ取り扱います。（４枚複写）

＜ ＞住所
志願者

○

○

○

○

○

○

○

○

（
金
融
機
関
の
方
へ
）
こ
の
納
付
書
は
４
枚
複
写
で
す
。

４
枚
目
ま
で
収
納
印
を
押
印
の
上
、
納
人
に
３
・
４
枚
目
を
交
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○

○

○

○

○

○

○

○

こ
の
用
紙
は
、
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
折
っ
た
り
汚
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＜ ＞
氏名

志願者

都道
府県

志願者の住所・

氏名等を記入

納付期間 【１０／２６（月）～２／３（水）】

見本 
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（２）入学選考料について 

一度納付された入学選考料は原則として返還しません。ただし、次に該当する場合のみ、その全

部または一部を返還します。 

ア 出願が受理されなかった者で本学に連絡を行い、入学選考料の返還の意志を表明した場合 

イ その他市長が特別な理由があると認めた場合 

※いずれの場合も返還に伴う手数料は、返還額から差し引くものとします。 
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Ⅶ よ く あ る お 問 合 せ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学者選抜について 

Ｑ 出願期間の最終日は消印有効ですか。 

Ａ 出願期間最終日必着となります。余裕をもって出願書類をご提出ください。 

Ｑ 外国語で作成されている調査票について、厳封されており日本語訳の作成ができません。 

Ａ 開封して、日本語訳の調査票を作成してください。なお、この場合に限り厳封は不要です。 

Ｑ 合否の判定については、各配点の合計点のみで行うのですか。 

Ａ 各選抜区分の試験（書類審査含む）により総合的に判定を行います。 

  なお、小論文では主に「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」などについて、面接では主

に「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」、「表現力」、「学び続ける力」を、調査

票については、主に「継続して学ぶ姿勢」、「活動実績」などについて評価します。 

Ｑ 学校推薦型選抜に出願したいと考えているが、併せて特待生選抜の選考を受けたい場合の提出書

類はなんですか。 

Ａ 特待生制度(P9)項目４(１)の申込方法をご確認ください。 

Ｑ 通信制高等学校の神奈川県内（または東京都内）の教室に通学しているが、学校推薦型選抜への

出願は可能ですか。 

Ａ 在籍している高等学校等の本校の所在地が神奈川県内または東京都内でない場合は出願できませ

ん。大学入試センターのホームページ等で在籍する高等学校等がどこの都道府県に分類されてい

るかをご確認ください。 

Ｑ 一般選抜の前期・後期両方に出願したいと考えているが願書はそれぞれ作成する必要があります

か。 

Ａ 出願書類は試験区分ごとに作成・提出してください。なお、出願書類は原本での提出をお願いし

ていますので、募集要項が２部必要となります。また、出願書類送付の際は、ひとつの封筒にま

とめて送付していただいて構いません。 
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その他、不明な点は下記連絡先にご連絡ください。 

【問い合わせ先】 

川崎市立看護大学事務局総務学生課 入試担当 

電話番号 044-587-3503 

Email 40kangos@city.kawasaki.jp 

 

資格について 

Ｑ 保健師コースの選抜方法はどのような方法ですか。 

Ａ 「保健師」の資格取得を希望する学生は、第２学年後期に選抜試験（定員30名）を行います。 

  第２学年後期までの成績、筆記試験及び面接試験による選抜を行い、合格した者が、「保健師国

家試験受験資格」を得るための選択科目を履修することができる保健師コースに進むことができ

ます。 

Ｑ 出願書類を提出したが、受験票が届きません。 

Ａ 次の期間までに到着しない場合、本学の入試担当へ至急ご連絡ください。 

学校推薦型選抜、社会人選抜：出願期間締切後４日後 

一般選抜（前期日程・後期日程）：出願期間締切後10日後 
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Ⅷ 学費・奨学金 
 

１ 学費 

入学料 

川崎市の住民※ 141,000 円 

その他 282,000 円 

授業料 

年間 535,800 円 

前期(４月) 267,900 円 

後期（10月） 267,900 円 

※「川崎市の住民」とは、本人又はその配偶者若しくは本人からみて１親等である親族のいずれかが令

和８年４月１日以前から入学の日まで引き続き川崎市内に住所を有する人をいいます。なお、この場

合別途住民票等の提出が必要となります。 

 
「大学等における修学支援制度(給付型奨学金+授業料減免)」の 

採用候補者（予約奨学生）の入学料の取扱いについて 

詳細については、合格通知送付時にお知らせしますが、選抜区分により取扱いが異なります。 

① 一 般 選 抜 合 格 者・・・原則、指定された払込期限までに一旦全額を納めてください。 

入学後に減免相当額を還付させていただきます。 

② 学校推薦型選抜合格者・・・入学手続き時に当該制度の認定申請中である旨の申請をしてくださ

い。採用候補者決定後に減免後の金額を納付していただきます。 

 

奨学金等については、本学公式ホームページにてご確認ください。 

 

２ その他経費 

（１）テキスト代 

（２）実習着代・実習用品代 

（３）後援会費 

※その他にも学生保険への加入、講義等で使用するパソコンの用意などの経費がかかる場合がありま

す。詳細については、別途お知らせします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒２１２－００５４ 

川崎市幸区小倉４丁目３０番１号 

TEL ０４４－５８７－３５０３ 

URL http://www.kawasaki-cn.ac.jp/  
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２ 選抜方法等 

一般選抜は、次のとおり令和９年度大学入学共通テスト及び本学が実施する個別学力検査等（個人

面接※1、小論文並びに調査書※2による書類選考）によって総合的に選抜します。 

※１ 志願理由書は個人面接試験で評価します。 

※２ 「調査書」については、「Ⅵ 出願手続き」（P.12）をご参照ください。 

（１）大学入学共通テスト 

教
科 

グループ

 

科目 

前期 後期 

必須 
選択※1 

(1科目) 
必須 

選択※1 

(1科目) 

国
語 

 『国語』（近代以降の文章） 〇  〇  

地
理
歴
史 

 

『地理総合，地理探究』 

『歴史総合，日本史探究』 

『歴史総合，世界史探究』 

『公共，倫理』 

『公共，政治・経済』 

『地理総合／歴史総合／公共』 
 〇※2  〇※2 

公
民 

数
学 

① 『数学Ⅰ，数学A』  〇 〇  

② 『数学Ⅱ，数学B，数学C』  〇  〇 

理
科 

 

『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』 

『物理』 

『化学』 

『生物』 

『地学』 

 〇※3  〇※3 

外
国
語 

 

『英語』（リーディング・リスニング） 

〇  〇  

※１ 「選択」について必要数以上受験した場合は、最高得点の１科目を合否判定に使用します。 

※２ 『地理総合／歴史総合／公共』については、２出題範囲を選択・回答してください。 

※３ 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』については、２出題範囲を選択・回答してください。 

 

  



- 5 - 

 

２  選抜方法等 

一般選抜は、 次のと おり 令和９ 年度大学入学共通テス ト 及び本学が実施する 個別学力検査等（ 個人

面接※1、 小論文並びに調査書※2 によ る 書類選考） によ って総合的に選抜し ま す。  

※１  志願理由書は個人面接試験で評価し ま す。  

※２  「 調査書」 については、 「 Ⅵ 出願手続き 」 （ P. 12） をご参照く ださ い。  

（ １ ） 大学入学共通テスト  

教
科 

グ
ル
䤀
プ 

科目 

前期 後期 

必須 
選択※1 

( 1 科目)  
必須 

選択※1 

( 1 科目)  

国
語 

 『 国語』 （ 近代以降の文章）  〇  〇  

地
理
歴
史 

 

『 地理総合， 地理探究』  

『 歴史総合， 日本史探究』  

『 歴史総合， 世界史探究』  

『 公共， 倫理』  

『 公共， 政治・ 経済』  

『 地理総合／歴史総合／公共』  
 〇※2  〇※2 

公
民 

数
学 

① 『 数学Ⅰ， 数学A』   〇 〇  

② 『 数学Ⅱ， 数学B， 数学C』   〇  〇 

理
科 

 

『 物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』  

『 物理』  

『 化学』  

『 生物』  

『 地学』  

 〇※3  〇※3 

外
国
語 

 

『 英語』 （ リ ーディ ング・ リ スニング）  

〇  〇  

※１  「 選択」 について必要数以上受験し た場合は、 最高得点の１ 科目を合否判定に使用し ます。  

※２  『 地理総合／歴史総合／公共』 については、 ２ 出題範囲を選択・ 回答し てく ださ い。  

※３  『 物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』 については、 ２ 出題範囲を選択・ 回答し てく ださ い。  

 

  




